
ボランティアと地域活動者による「笑顔を運ぶ見守り訪問」
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今
回
は
、
福
生
東
地
区
在
宅
福
祉
員
・
民

生
児
童
委
員
合
同
研
修
会
の
お
手
伝
い
を
し

ま
し
た
。
当
日
、
公
民
館
で
は
コ
ロ
ナ
感
染

対
策
を
考
慮
さ
れ
、
参
加
者
を
２
つ
の
グ
ル
ー

プ
に
分
け
て
行
い
ま
し
た
。

お
話
の
部
で
は
、
昨
年
度
か
ら
米
子
市
社

会
福
祉
協
議
会
が
お
願
い
し
て
い
ま
す
在
宅

福
祉
員
の
見
守
り
活
動
の
繋
ぎ
先
と
し
て
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
情
報
提
供
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
体
験
の
部
で
は
、
介
護
予
防
の

推
進
や
サ
ロ
ン
活
動
で
使
っ
て
い
た
だ
け
る
体

操
と
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
ご
紹
介
を
し
ま
し

た
。今

後
も
三
密
を
避
け
、
感
染
対
策
に
留
意

し
な
が
ら
、
セ
ン
タ
ー
職
員
全
員
で
地
域
活

動
の
支
援
を
行
って
い
き
ま
す
。

（
写
真
上
）見
守
り
活
動
と
セ
ン
タ
ー
の
活
用
に
つ
い
て
の
お
話
し

（
写
真
左・下
）三
密
を
避
け
て
の
体
操
と
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

ふ
れ
あ
い
の
里

ふ
れ
あ
い
の
里

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

地
域
活
動
を
応
援
し
て
い
ま
す

地
域
活
動
を
応
援
し
て
い
ま
す



在
宅
福
祉
員
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

給
食
サ
ー
ビ
ス

五
千
石
地
区
で
は
、
在
宅
福
祉
員
の
見
守

り
援
助
活
動
と
し
て
給
食
サ
ー
ビ
ス
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

全
自
治
会
か
ら
在
宅
福
祉
員
を
2
名
ず
つ

選
出
し
、
有
志
の
住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
構
成

さ
れ
た
「
調
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
連
携
し
、

給
食
作
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
出
来

上
が
っ
た
給
食
の
配
達
に
は
民
生
委
員
と
有

志
の
配
達
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
当
番
制
で
協
力
す

る
な
ど
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
協
働
で

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
五
千

石
地
区
は
以
前
か
ら
培
わ
れ
て
き
た
地
域
の

協
力
体
制
や
支
え
あ
い
の
気
持
ち
が
強
い
こ

と
か
ら
、
様
々
な
地
域
の
活
動
に
対
し
て
積

極
的
な
協
力
が
得
ら
れ
る
地
域
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
見
守
り
援
助
活
動

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の

た
め
、
活
動
が
制
限
さ
れ
て
い
る
状
況
に
あ

り
ま
す
が
、
４
～
６
月
は
電
話
対
応
、
７
月

か
ら
は
品
物
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
添
え
た
も
の
に

変
更
し
て
見
守
り
訪
問
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
ま
で
給
食
作
り
を
担
当
し
て
い
た
在
宅

福
祉
員
や
調
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
見
守
り
訪

問
に
加
わ
っ
て
活
動
し
て
い
る
た
め
、
ス
ム
ー

ズ
に
活
動
が
で
き
る
よ
う
、
数
名
の
班
を
作
っ

て
民
生
委
員
と一緒
に
訪
問
し
、
個
々
の
負
担

な
く
訪
問
活
動
が
で
き
る
よ
う
配
慮
し
て
い

ま
す
。

民
生
委
員
と
在
宅
福
祉
員
が
連
携
し
た

見
守
り
体
制
の
強
み

令
和
元
年
度
よ
り
市
社
協
か
ら
民
生
委
員

と
在
宅
福
祉
員
の
連
携
強
化
に
つ
い
て
方
針

が
示
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
五
千
石
地
区
で
は

そ
れ
以
前
か
ら
自
治
連
合
会
、
地
区
社
会
福

祉
協
議
会
、
民
生
児
童
委
員
協
議
会
が
お
互

い
に
う
ま
く
融
合
し
な
が
ら
、
連
携
し
た
活

動
を
行
って
い
ま
す
。

特
に
民
生
委
員
と
在
宅
福
祉
員
は
対
象
者

が
重
な
る
部
分
が
大
き
い
こ
と
も
あ
り
、一緒

に
訪
問
す
る
こ
と
で
、
ス
ム
ー
ズ
な
情
報
共

有
が
で
き
、
訪
問
を
受
け
入
れ
て
も
ら
い
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
地
域
活
動
者
が

共
に
支
え
る
見
守
り
援
助
活
動

地
区
社
協
の
活
動
紹
介
13〈
五
千
石
地
区
社
協
〉

す
く
な
る
な
ど
在
宅
福
祉
員
の
負
担
軽
減
だ

け
で
な
く
、
民
生
委
員
活
動
に
も
大
き
く
役

立
て
る
事
が
で
き
て
い
ま
す
。

当
初
は
、
在
宅
福
祉
員
と
民
生
委
員
が
同

じ
よ
う
な
活
動
を
す
る
こ
と
で
、「
住
民
か

ら
の
相
談
窓
口
が
分
散
す
る
の
で
は
な
い
か
」

と
い
う
懸
念
も
あ
り
ま
し
た
が
、
う
ま
く
連

携
す
る
こ
と
で
よ
り
気
軽
に
相
談
で
き
、
住

民
に
と
っ
て
よ
り
よ
い
見
守
り
体
制
に
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
双
方
の
連
携
は
、
お
互

い
の
活
動
の
活
性
化
だ
け
で
な
く
、
負
担
感

の
分
散
や
地
域
活
動
の
担
い
手
不
足
を
防
ぐ

こ
と
に
も
繋
が
って
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
住
民
同
士
や
各
団
体
が
繋
が
り

合
い
、
支
え
合
え
る
五
千
石
地
区
の
強
み
を

活
か
し
た
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

【
次
回
は
福
生
西
地
区
を
紹
介
し
ま
す
。】



香
典
返
し
・
玉
串
料
返
し
寄
付
（
敬
称
略
）

住
所

氏
　
名

金
額

物
故
者

啓
　
成

日
ノ
出
町
玉
木
　
由
紀
子

三
万
円

御
母
堂 

文
子 

様

錦

町
原
　
は
る
子
一
万
五
千
円

御
主
人 

弘
作 

様

博

労

町
下
口
　
剛

金
一
封

御
母
堂 

紀
子 

様

冨
士
見
町
村
瀨
　
成

金
一
封

御
母
堂 

嫩 

様

博

労

町
後
藤
　
寿
枝

金
一
封

御
主
人 

熿 

様

明
　
道

長

砂

町
森
井
　
和
子

金
一
封

御
義
母 

す
が
子 

様

就
　
将

祇

園

町
堀
　
晋
一

金
一
封

御
祖
母 

君
江 

様

陰

田

町
田
口
　
佐
紀
子

金
一
封

御
主
人 

康
晴 

様

目
久
美
町
大
江
　
康
弘

金
一
封

御
母
堂 

墨
絵 

様

祇

園

町
手
島
　
政
幸

金
一
封

御
母
堂 

當
枝 

様

陰

田

町
山
中
　
勝
二

五
万
円

御
母
堂 

保
野 

様

住
所

氏
　
名

金
額

物
故
者

目
久
美
町
伊
藤
　
良
子

金
一
封

御
母
堂 

河
本
秋
子 

様

義
　
方

境
港
市
森
岡
町

梶
谷
　
雅
子

金
一
封

御
母
堂 

段
塚
清
子 

様

旗

ヶ

崎
青
砥
　
史
雄

金
一
封

御
尊
父 

茂
明 

様

花

園

町
廣
江
　
俊
文

金
一
封

御
母
堂 

富
枝 

様

三

本

松
原
　
克
己

金
一
封

御
内
室 

慶
子 

様

立

町
小
林
　
道
正

五
万
円

御
内
室 

圭
子 

様

灘

町
近
藤
　
正
晴

金
一
封

御
母
堂 

光
枝 

様

内

町
朝
山
　
規
子

金
一
封

御
尊
父 

清 

様

住
　
吉

旗

ヶ

崎
灘
尾
　
弘
子

金
一
封

御
主
人 

具
祐 

様

上

後

藤
蔵
本
　
宣
子

金
一
封

御
主
人 

昭
夫 

様

旗

ヶ

崎
尾
﨑
　
裕
彦

金
一
封

御
尊
父 

勤 

様

上

後

藤
新
見
　
博
士

金
一
封

御
母
堂 

登
實
枝 

様

上

後

藤
田
村
　
文
男

金
一
封

御
母
堂 

周
子 

様

安

倍
永
本
　
博
己

金
一
封

御
母
堂 

章
子 

様

安

倍
足
立
　
直
子

三
万
円

御
母
堂 

幸
子 

様

旗

ヶ

崎
上
田
　
幸
子

金
一
封

御
主
人 

勇
一 

様

車
　
尾

車

尾
菅
澤
　
広
行

金
一
封

御
母
堂 

み
ね
子 

様

加
　
茂

両

三

柳
森
川
　
克
哉

金
一
封

御
母
堂 

律
子 

様

両

三

柳
小
谷
　
敏
雄

金
一
封

御
母
堂 

喜
代
江 

様

両

三

柳
小
坂
　
征
紘

二
万
円

御
内
室 

己
保
子 

様

両

三

柳
井
田
　
安
昭

二
万
円

御
内
室 
由
美
子 

様

両

三

柳
佐
々
木
　
邦
子

金
一
封

御
主
人 
克
己 

様

両

三

柳
平
木
　
洋
一

金
一
封

御
尊
父 
孜 
様

両

三

柳
芝
岡
　
香
志

金
一
封

御
尊
父 

勝
美 
様

両

三

柳
青
木
　
宏
至

一
万
円

御
子
息 

正
喜 

様

住
所

氏
　
名

金
額

物
故
者

河
　
崎

河

崎
三
原
　
輝
子

金
一
封

御
主
人 

芳
夫 

様

河

崎
礒
岩
　
正
樹

金
一
封

御
尊
父 

進 

様

河

崎
判
澤
　
和
久

金
一
封

御
内
室 

千
穂 

様

河

崎
岩
山
　
美
行

金
一
封

御
母
堂 

キ
ク
ヱ 

様

河

崎
大
森
　
清
貴

金
一
封

御
祖
父 

忠
明 

様

河

崎
足
立
　
豊

金
一
封

御
令
姉 

恵
子 

様

河

崎
保
永
　
結
城

金
一
封

御
母
堂 

美
智
子 

様

福
生
東

上

福

原
瀬
山
　
隆

金
一
封

御
尊
父 

賢
一 

様

福
生
西

皆
生
温
泉
安
藤
　
正
純

金
一
封

御
内
室 

久
仁
子 

様

上

福

原
種
　
和
子

金
一
封

御
母
堂 

染
川
貴
美
子 

様

皆
生
温
泉
渡
邉
　
峰
子

金
一
封

御
主
人 

太 

様

上

福

原
小
田
　
朗

金
一
封

御
母
堂 

美
惠
子 

様

福
米
東

西

福

原
森
次
　
徹

金
一
封

御
尊
父 

敬 

様

東

福

原
有
本
　
英
之

金
一
封

御
母
堂 

美
衣
子 

様

東

福

原
鹿
島
　
一
郎

金
一
封

御
母
堂 

正
子 

様

東

福

原
兼
田
　
修
一

金
一
封

御
母
堂 

智
惠
子 

様

西

福

原
瀨
﨑
　
信
雄

金
一
封

御
尊
父 

多
加
至 

様

西

福

原
山
枡
　
隆
一

金
一
封

御
母
堂 

久
美
子 

様

西

福

原
佐
川
　
邦
子

金
一
封

御
主
人 

孝
二 

様

東

福

原
加
藤
　
雅
巳

金
一
封

御
尊
父 

治
光 

様

西

福

原
大
太
　
和
子

金
一
封

御
主
人 

惇 

様

福
米
西

西

福

原
山
口
　
眞
佐
実

金
一
封

御
内
室 

早
智
子 

様

西

福

原
山
浦
　
敦
史

三
万
円

御
尊
父 

庸
一 

様

新

開
三
⻆
　
正
利

一
万
円

御
母
堂 

ナ
ツ
子 

様

住
所

氏
　
名

金
額

灘

町

中
村
玉
江

金
一
封

西
福
原

米
子
市
立
福
米
西
小
学
校

千
五
百
円

錦
海
町

松
原
　
誠
仁

金
一
封

車

尾
米
子
市
立
東
山
中
学
校
A
組

マ
ス
ク
の
収
益

一
般
寄
付
（
敬
称
略
）

社
会
福
祉
事
業
推
進
の
た
め

善
意
の
ご
寄
付
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
令
和
2
年
6
月
1
日
～

令
和
2
年
8
月
31
日

4



住
所

氏
　
名

金
額

物
故
者

彦
　
名

彦

名

町
松
浦
　
幸
盛

三
十
万
円

御
内
室 

君
子 

様

彦

名

町
松
本
　
宏
之

五
万
円

御
母
堂 

伊
佐
子 

様

崎
　
津

大

崎
渡
部
　
敦
司

一
万
円

御
尊
父 

昌
幸 

様

大

崎
木
下
　
秀
一

一
万
円

御
尊
父 

勝
美 

様

大

崎
松
本
　
照
彦

一
万
円

御
母
堂 

朗
子 

様

葭

津
長
谷
川
　
伸

金
一
封

御
尊
父 

暁 

様

大

崎
高
田
　
明
彦

金
一
封

御
母
堂 

鶴
子 

様

葭

津
長
谷
川
　
清

金
一
封

御
内
室 

幸
子 

様

大

崎
藤
原
　
恵
里

金
一
封

御
尊
父 

木
村
吉
夫 

様

大

崎
小
笹
　
駿
輔

金
一
封

御
母
堂 

愛
子 

様

大
篠
津
町
阿
川
　
守

金
一
封

御
母
堂 
よ
し
子 

様

大
篠
津

大
篠
津
町
岩
村
　
隆

金
一
封

御
母
堂 

厚
子 

様

大
篠
津
町
木
村
　
修
二

金
一
封

御
尊
父 

渥
美 

様

和
　
田

和

田

町
山
﨑
　
雅
道

三
万
円

御
母
堂 

富
江 

様

和

田

町
末
吉
　
一
夫

金
一
封

御
母
堂 

ふ
た
ば 

様

夜
　
見

夜

見

町
木
下
　
敦

金
一
封

御
母
堂 

美
智
枝 

様

成
　
実

美

吉
多
田
　
佐
織

三
万
円

御
尊
父 

千
博 

様

石

井
齋
木
　
道
好

金
一
封

御
内
室 

政
子 

様

尚
　
徳

下

安

曇
香
田
　
大
二

五
万
円

御
尊
父 

陽
市 

様

住
所

氏
　
名

金
額

物
故
者

永
　
江

永

江
山
﨑
　
悦
子

金
一
封

御
主
人 

正
三 

様

永

江
神
庭
　
稔

金
一
封

御
母
堂 

ヨ
リ
子 

様

永

江
和
泉
　
憲
明

金
一
封

御
尊
父 

英
雄 

様

五
千
石

八

幡
内
田
　
正
志

金
一
封

御
尊
父 

正
樹 

様

諏

訪
江
原
　
直
樹

金
一
封

御
母
堂 

喜
代 

様

福

市
船
越
　
都

金
一
封

御
尊
父 

税 

様

巌

熊

党
繪
原
　
純
一

一
万
円

御
尊
父 

幸
夫 

様

蚊

屋
塚
嵜
　
利
夫

金
一
封

御
母
堂 

民
子 

様

蚊

屋
池
田
　
正
明

金
一
封

御
母
堂 

一
江 

様

二

本

木
妹
能
　
知
叔

三
万
円

御
尊
父 

利
広 

様

春
　
日

水

浜
石
橋
　
充

金
一
封

御
母
堂 

萬
里
子 

様

古

豊

千
加
藤
　
富
美
雄

三
万
円

御
尊
父 

慶
治 

様

東

八

幡
芝
田
　
哲
男

金
一
封

御
尊
父 

收 

様

下

新

印
門
田
　
英
貴

金
一
封

御
祖
父 

州
弘 

様

水

浜
田
中
　
優
子

金
一
封

御
母
堂 

吉 

様

大
　
高

尾

高
川
本
　
満
治

金
一
封

御
母
堂 

ツ
ナ
子 

様

下

郷
秋
里
　
勇

金
一
封

御
母
堂 

一
子 

様

県

日

下
鴨
谷
　
滋

金
一
封

御
尊
父 

順 

様

淀
　
江

淀
江
町
平
岡
本
村
　
仁
美

金
一
封

御
子
息 
佳
明 
様

淀
江
町
今
津
中
川
　
知
則

金
一
封

御
尊
父 

定
義 
様

淀
江
町
淀
江
堀
口
　
修
治

金
一
封

御
尊
父 

義
夫 

様

住
所

氏
　
名

金
額

物
故
者

淀
江
町
淀
江
中
原
　
孝
志

金
一
封

御
尊
父 

由
髙 

様

淀
江
町
稲
吉
長
谷
川
　
晋
也

金
一
封

御
母
堂 

節
子 

様

淀
江
町
佐
陀
建
部
　
浩
美

金
一
封

御
尊
父 

福
美 

様

淀
江
町
小
波
松
江
　
雅
子

金
一
封

御
主
人 

芳
高 

様

淀
江
町
富
繁
森
田
　
義
次

金
一
封

御
尊
父 

繁 

様

淀
江
町
小
波
坂
東
　
栄
二

金
一
封

御
母
堂 

千
賀
子 

様

淀
江
町
淀
江
徳
永
　
勝
治

金
一
封

御
尊
父 

義
治 

様

淀
江
町
西
原
齊
藤
　
孝
志

金
一
封

御
尊
父 

優 

様

淀
江
町
西
原
吹
野
　
勝
美

金
一
封

御
内
室 

久
子 

様

淀
江
町
西
原
足
立
　
輝
子

金
一
封

御
母
堂 

福
谷
君
子 

様

車

尾
地
頭
　
唯
夫

金
一
封

御
母
堂 

淳
子 

様

淀
江
町
福
岡
山
根
　
正
幸

金
一
封

御
母
堂 

智
恵
子 

様

他

大
山
町
御
来
屋

米
原
　
京
子

金
一
封

御
令
弟 

岡
田
考
好 

様

○
寄
付
金
額
等
の
記
載
に
つ
き
ま
し
て
は
︑寄
付
者
ご
本
人
の
意
志

に
よ
る
も
の
で
す
︒

○
本
会
に
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
寄
付
金
は
︑所
得
税
︑市・県
民
税
の

寄
付
金
控
除・税
額
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
︒

Special Thanks
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

6
月
16
日
に
東
山
中
学
校

様
よ
り
、手
作
り
マ
ス
ク
の

売
上
金
を
ご
寄
付
い
た
だ
き

ま
し
た
。マ
ス
ク
は
A
組
の

岩
田
さ
ん
、小
林
さ
ん
、前
橋

さ
ん
を
中
心
に
20
枚
製
作
さ

れ
、販
売
さ
れ
ま
し
た
。ご
寄

付
は
市
民
の
皆
さ
ま
の
た
め

社
会
福
祉
活
動
の
推
進
に
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

左から前橋さん、河上先生、岩田さん
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令和元年度 事業報告
米子市社会福祉協議会では、誰もが自分らしく安心して暮らせる福祉のまちづくりを

目指し、様々な業務を通して地域福祉の推進に取り組みました。

単位：円

1. 法人運営事業
●社協だより・ホームページによる情報発信
●社会福祉大会、精霊会・流灯会、余芸大会の開催
●米子市社会福祉法人等連絡会の開催

3. 生活支援・総合相談事業
●生活困窮者自立支援事業
●フードパートナー事業
●日常生活自立支援事業
●ふれあい総合相談事業
●生活福祉資金、たすけあい金行貸付事業
●地域包括支援センター運営事業
●ファミリー・サポート・センター事業

4. 介護事業
●通所介護事業（中央デイサービスセンター、
　よどえ通所介護事業所）

2. 地域福祉活動事業
●地域支援事業
  ● 地区版地域福祉活動計画取組支援
  ● 住民の支え愛地域づくり推進事業
●小地域ネットワーク活動
  ● 在宅福祉員による見守り・援助活動の実施
  ● ふれあい・いきいきサロン活動支援
  ● 支え愛マップづくり活動支援
●地区社会福祉協議会活動支援事業
●地域福祉活動計画の策定
●ボランティア活動、福祉教育
  ● ボランティアの育成、相談、コーディネート
  ● ボランティア講座・ミニぼらんてぃあ祭の開催
  ● 情報誌「ぼらんてぃあ情報」の発行
  ● ボランティア体験事業
  ● 福祉教育推進校助成
●福祉バス運行事業
●募金・福祉団体の事務局運営、活動支援

令和元年度決算の概要

5. 福祉の地域づくり収益事業
●米子市内の小中学校へ 本を贈ろうプロジェクト

ま　 ち

事業報告、決算の詳細は、本会ホームページ、米子市社会福祉協議会事務局で閲覧することができます。

収入 386,140,163円
支出 386,140,163円

前年度から繰越 14,335,375
基金取崩収入 7,500,000

その他の収入 3,044,747

積立金、退職預け金取崩
収入 11,283,900

介護保険事業収入
133,156,910

貸付事業収入 1,490,000事業収入 2,099,893

負担金収入 2,793,000
受託金収入
106,877,714

補助金収入
66,997,981

寄付金収入
11,684,643

会費収入 24,876,000

次年度へ繰越
21,383,340介護事業

92,540,879

包括支援センター事業
80,202,625

地域福祉事業
32,728,901

受託事業
（包括支援センター除く）
58,939,273

法人運営事業
100,345,145

収入 支出

支え愛マップ
づくり活動支

援
ファミサポ会

員交流会
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米子ファミリー・サポート・センター
援助会員養成講習会のお知らせ

　主に自宅で子どもを預かることのできる「援助会員」を広く募
集しています。
　市内に在住の方であれば、特に年齢・性別・資格は問いませ
ん。子どもが好きで、子育ての応援がしたい！と思っている方。“地
域で見守る子育て支援の輪”に参加しませんか？
【日時】１０月１９日（月）・２０日(火)
　　　午前１０時～午後３時３０分までの予定
【内容】「事業説明」「救急講習」「心と体の発達とその問題」など
※２日間とも受講されなければ会員登録となりません。
【場所】ふれあいの里４階　研修室① 【託児】あり
【受講料・託児料】無料 【申込み〆切】１０月１４日（水）

米子ファミリー・サポート・センター　☎32-0016　　32-0026F
お問い合わせ

『ミニぼらんてぃあ祭』
中止のお知らせ

　11月に予定しておりました『ミニぼ
らんてぃあ祭』は、新型コロナウイル
ス感染拡大防止のため、やむを得ず開
催を中止とさせていただきます。

米子市ボランティアセンター
（米子市ボランティア協議会事務局）
☎23-5455　　　37-3855

お問い合わせ

サロン用 レクリエーション用品の貸出し事業を始めます
　米子市社会福祉協議会に登録されているふれあい・いきいきサロンを対象に、10
月1日からレクリエーション用品の貸出し事業を始めます。用品のリストや貸出し方法
等の詳細はホームページをご確認ください。
お問い合わせ　福祉のまちづくり推進課　☎23-5473

米子市社会福祉大会
開催中止のお知らせ

毎年10月に、本市の社会福祉事
業に貢献された方々を顕彰し、ま
た福祉にかかわる講演を行ってお
りました「米子市社会福祉大会」
ですが、今年は新型コロナウイルス
感染拡大防止のため、やむを得ず
開催を中止させていただきます。

米子市社会福祉協議会
☎23-5490

お問い合わせ

米子市民余芸大会開催中止のお知らせ
12月12日に米子コンベンションセンターで予定していました歳末恒
例の社会福祉チャリティーショー「第41回米子市民余芸大会」は、新型
コロナウイルス感染症の影響を考慮し、開催を中止いたします。
ご理解いただきますようお願い申し上げます。

米子市社会福祉協議会　☎23-5490お問い合わせ

米子市中央デイサービスセンター閉鎖のお知らせ
米子市中央デイサービスセンターは平成８年、米子市福祉保健総合

センター「ふれあいの里」の竣工とともに開所し、以来２４年間にわた
り地域とともに歩んでまいりましたが、令和２年７月３１日をもって事業
所を閉鎖いたしました。皆様の長年のご厚情に心より感謝申し上げま
す。ありがとうございました。
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Vol.

赤い羽根共同募金運動が
10月1日から全国一斉に始まります。

　赤い羽根の募金運動は、町の人のやさしい気持ちを集める運動です。あなたのやさしさが、あ
なたの声かけが、あなたの行動が、きっと、町を変えていくはじめの一歩となるはずです。
　子どもからお年寄りまで、みんなが一緒に安心して暮らせる町づくりのために、皆様のご支援、
ご協力をお願い申し上げます。なお、募金運動は皆様お一人おひとりの善意に基づき行われるも
のですので、皆様の自発的な意思が十分に尊重されるようにご配慮をお願いいたします。

お問い合わせ　米子市共同募金委員会　☎23-5490

高齢者見守り活動・いきいきサロン活動支援など …………11,738,103円
子育て支援・福祉教育推進事業など ………………………… 1,730,250円
地域ボランティア活動支援など ……………………………… 1,547,750円
※詳しくは全戸配布されるチラシをご覧ください。

本年度、米子市共同募金委員会への助成金 15,016,103円の内訳

皆様のご意見・ご感想を
お聞かせください。 0859‐23‐5495☎0859‐23‐5490

furesato@chukai.ne.jp はじめ
ましたF

ダイドーウエストベンディング株式会社
米子市両三柳2887-2

賛助会員ご紹介

ダイドーウエストベンディングは、「人と、社会と、
共に喜び、共に栄える」を理念とし豊かで元気な社会
づくりをめざしている会社です。
その中で重要な役割を果たす自動販売機を、私た

ちは設置地域に結び付いた大切な店舗と考えており
「地域密着型」の事業活動を展開しております。
そこで、日頃から自動販売機を利用してくださる

地域の皆様へ恩返しがしたいという気持ちから地域
社会活性化を一つのキーワードとして取り組んでい
ます。
鳥取県西部地震から災害対策の取組に興味を持

たれる公共及び会社様が多くなり災害救援自動販売
機や日本赤十字寄付付き自動販売機の設置に力を
入れているのもその一つです。
また、私たちは社会福祉のまちづくりを目的とし

活動の支援、協力を積極的に行い地域に必要とされ
る会社を目指して取り組んでいます。

本を贈ろうプロジェクトでは、湊山公園及び弓ヶ浜
公園で設置をしていますのでぜひご活用していただ
ければ幸いです。

世界中の人々 の楽しく健やかな暮らしを
クリエイトするDYDOグループ

賛助会員加入ご協力のお願い
　賛助会費は、社会福祉活動を行うための貴
重な財源となっております。米子市社会福祉協
議会の地域福祉活動を財源面から支援、協力
して下さる方を募集しております。


